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本日はお忙 しい中をご来場賜り、厚くお礼申上げます。

今回は、ブクステフーデの美しい名曲 「わたしたちのイエスの

四肢」に、シュッツの 「宗教合唱曲集」から抜枠した2曲 を添え

て演奏することと致しました。

この合唱団も創立後 30年 を超え、80名 もいた団員が最小では

11名 まで減少した事があるにも拘わらず、解散もせずに何とか存

続 し、本年は 14名 の団員で演奏会を開催出来ますことは、東京

アマデウス合唱団にとつて、この上ない喜びであります。

また、この合唱団のためにご来場頂く皆様方からの、継続 した

温かいご支援と励ましに支えられ、この演奏会を開催できること

を大変嬉しく思っております。

今回は、会場が狭く座席数は少ないのですが、音響効果の良い

「同仁キリス ト教会社拝堂」で演奏する運びとなりました。

名出の響きを楽しんで頂ける様な演奏が出来ましたら幸いです。

東京アマデウス合唱団  団 長  柿 沼 哲



PR( rILE
指 博 水野 克摩

東京墓術大学卒業。
ビアノを滝崎鎮代子、クラツネットを千葉国夫、室内楽を細野孝興の

各氏にIP事め
オルガンの手ほどきを今ナ奈緒子氏に受ける。

墓大バッ′ヽカンタータクラブに在結中 小 林道夫氏の薫陶を受ける。
日本オルガニスト協会会員。 日本オルガン研究会会員。

現在、若荷谷キリスト教会オルガニスト。

Sympho前a Fons Harmoniae
けアイオリンI 海保あけみ

ヴアイオリン1 片観恵旦

東京婆術大学卒業。

ヴァイオツンを正岡紘子、山岡耕作、日高毅の各氏に、
室内楽を黒沼俊夫氏に師事。
また、墓大バッハ カ ンタータ ・クラブにて、小林道夫氏の指導を受ける。
現在フリーの演奏家として室内楽 オ ーケストラ等の渋奏を中心に活動中.
本日の伴奏 「Sytthonia Fo■s larmniaoJの チーフ。

ウイオラ・ダ・ガンパ I(トレブル)小 油 書韓

長野県伊那市出身。東海大学教雅学部芸術学科卒業、向大学院芸術学研究科修了。
志水者雄氏に師事。 ドイツ ブ レーメン州1立芸術大学古楽科に留学。ヒレ ペ ア
ル氏に師事。「ブレーマーバロックFIンツー トJの メンバーとしてヨーロッパ各地
で演奏活動を行う。一方でソリスト、通奏低音奏者として招かれ多数の演奏会に

出演 し研鎮を積む。国家演奏家資格を取得し卒業。2010年から日本を拠点として

持力的に演奏活動を行つている.

ヴイオラ・ダ・ガンバEくテノール)梓 ロ ー子

束京査術大学音楽学部卒業。同大学院修了。

埼玉県新人演奏会に出演。
ヴァイオリンを掛谷洋三、浦川宜也の各氏に

室内案をビュイグ ロ ジェ ル イ グ レーラーの各氏に師事。

東京ハルモニア室内オークストラのメンバー。
室内楽、吉楽を中心に活動している。

ヨ立音楽大学楽理学科卒業。ね!字中よリヴィオラ ダ  ガ ンバを神戸愉村業氏に

師4L。ベルギーおよびポル ト〃ルで ブ ィーラン ト ク イケン パ オL7 バ ン ド
ルフォ各氏のレッスンを受ける. 車 業後は 「神戸愉樹実ブィオラ グ  ガ ンバ

合奏団Jで 研額をおみ、現在、上村かお り 福 沢宏主字の 「ザ ロ イヤル コ ン

ソー トJ 杉 本ゆり主字の 「ラウデージ東京ちメンタ`一.
上野学園中学 高 隼学校でキ楽アンサンブルの授業を担■。
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ウイオラ・ダ・ガンバll(バス)江 浦 仁英

ヴイオラ・ダ・ガンパlV(バス)日 占 藤典

ヴイオラ・ダ"ガンバV(ウィオローネ)毎 島 大由

チ エ ロ 伊 藤恵以子

ヨントラバス

バロック チ ェロを鈴木秀美、ヴィオラ ダ  ガ ンバを平尼雅子 チ ェンバロと

通奏佐音奏法を上尾直毅の各氏に師事。

国内外のマスタークラスでブィーラント ク イケン、フィリップ `ピエルロ氏らの

指導も受ける。
アンサンブル バ ッハ、バロックアンサンブル 「ラ ・クータレ ミ ュジカル」の

メンバーとしてチェロ タ ィオラ グ  ガ ンバの双方で活動している。

東海大学大学院芸術学研究科音響芸術専攻修了。
「神戸愉樹実ブィオラ・グ・ガンバ合奏団」のメンパーとして 1988アメリカ公演、

1990N H K・FMフ レッシュコンサー ト等出演。
「ブランブルコンツー トJ「つくばろJ主 宰。演奏活動を通 して古楽啓蒙に努めて

いる。

日本ブィオラ ・グ ・メンバ協会、アメリカヴィオラ ・ダ ガ ンバ協会 各 会員。

若渓学園非常勤講師。

米国インディアナ大学音楽学校大学院修士課程コントラバス科卒業。
ヴィオローネ〈ブィオール奏法)をウェンディ イ レスピー氏に バ ロック奏法を
エヴァ・レジェーヌ氏に師事。婦国後は上野学国大学古楽研究室 ・櫻非茂氏の元で

古楽器演奏 ア ンサンブルを学ぶ。現在、様々な古楽器アンサンブルや教会音楽、

合唱 ・声楽曲の通奏低音奏者、ヨンツー トのメンパーとして活躍中。
群馬県立西宮楽高等学校芸術科音楽コース非付動講師。

東京套術大学卒業。同大学院博士謀程修了。
チェロを三木敬之、レーヌ`フラショー、倉田澄子の各氏に師曳
パリ・エヨールノルマルで学ぶ。
第48回 日本音楽コンクール入畿 EnseDlble Dehc。のメンバー。
訳書に 「ボール トルトゥリエ、チェリストの自画像J「メニューインとの対話J
等がある。

案口 承子

東京墓術大学者楽学部卒業。同大学院修士課程修了。
コントラバスを、永島義男、黒木岩寿の各氏に師事。
2007年、「ミュージック マ スターズ。コースi■かずさJに 参加
バッハ協会管弦業国の公演に出演するなど、フリーの演奏家として活Fll中。

オルガン 掘 江 和子(凛ロピアニスト)

武蔵野音楽大学短期大学部ピアノ科■業。
キツス ト教音楽学校パイプオルガン科卒業。同研究科程修子。
ビアノを水本雄三、野村文子 オ ルガンを高橋靖子の各氏に師事.

者荷谷キリス ト教会オルガニス ト・聖歌隊伴奏者。

日本オルメン研究会会R。
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ディーテリと・プクステフーデ

Membra」 esu nostH GuxHV7Dわれらがイエスの御股体

I.Ad pedes 御足について
1.ソナタ
2.合唱(全声詢 (旧問唆書ナホム書 2球 1鋤
3.アリア(アルヌルフ・フォン・レージェン)

a)ツプラタI b)ツ プラ′I c)バ ス
4.合帽佳 声調 (窮2由の政口を反御
5.合唱(全声調 僚 38由の政掲を反働

H ttAa genua 御態について

6。ソナタ(おののきのソナタ)
7.合鳴(全声潮 (1日約菫書イザヤ書 66書 12締)
8.アリア(アルヌルフ・フォン・レーヴェン)

a)テノール  b)ア ルト  c)ツ プラノI・ Ir・バス

0.合唱(全声胡 (第7由の政目を反復)

llE.Ad Banus 行手について

10.ツナタ
11.合唱佳声調 (lll約菫書ゼカリヤ書13球6働
12.アリア(アルヌルフ・フォン・レージェン)

alツプラノI け ツプラタI c)ア ルト・テ′―ル・パス
13.合唱にと翔 僚 11由のは何を反御

Ⅳ.Ad latus 御出腹について
14.ソナタ
15.合唱(全声部)(旧詢唆書雅政第 2書 1よ 14節)

16.アリア(アルヌルフ・フォン・レージェン)
3)ツプラノI b)ア ル ト・テノール ・パス 3)ツ プラタI

17.合唱(全声調 い 15由の政掲を反御
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用シ滅力 最力修 “閉先r物
ハインリと・シユタツ

宗敬合唱曲集より

So fahrtth hin zu」esu Ch法主tSHV379)
私訴イエス ・キリス トのもとへ住き

擁 効 珈 t/J9服 ―・″″
ディーテリと。ブクステフーデ

Mernbra」 esu nostH IBuxW7Dわ れらがイエスの御臓体

V.Ad pectug 行 踏について
18.ツナタ

19.アルト・テ′―ル・パス(折洵望台ペトロの手紙第2キ ス 3働

20.アリア(アルヌルフ・フォン・レーヴェカ

81アルト blテ タール  c)パ ス

21.アルト・テタール・パス(第19曲の政調を反毎)

M.Ad Cor  御 心について
22.ソナタ

2tB.ツプラノI・Ir・バス(旧詢聖おatお 4辛 9鋤

24.アリア17ルヌルフ・フォン・レージェ功

alツプラ′l blツ プラノI c)パ ス

25.ツプラノI・I・パス僚 2tl tmの政日を反働

WII.Ad Facie白 御 顔について
26.ソナタ

27.合唱佳声調 (旧迎聖お申田31日1'Dl

28.アリア17ルヌルフ・フォン・レージェ功

a)アルト・テタール・パス blア ルト c)合 唱(全声薄)

29.合唱 佳声働 17-メ ン)

(選出  辻 村息子)



プログラム・ノー ト

Dtttench Buxtehude=ディーテリヒ・プクステフーデは随分と昔の時代の

人で、彼の生歿年は 1637年 頃-1707年 だそうです。彼の時代をすぐに想像

することができます力、 ドイツではカトリックとプロテスタントが30年戦争を

繰り広げ、イタリアではガブレオ ・ガ)レイが 「地球は太陽の周りを廻つてい

る」と言い張つたものだから 1633年 に宗教裁判を受ける羽目に陥つていまし

た。そして日本ではプクステフーデが誕生したと推定される年に島原の乱が

おき、前後して徳川幕府による鎖国が完成しました。その後、元禄文化に華や

ぐ江戸を 1703年に元禄地震が寝い、1707年には宝永地震および富士山の室永

大噴火がおこつて徳川幕府が大打率を被つたこの年にブクステフーデは死去し

ました。因みに赤穂浪士が吉良邸に討ち入りを取行したのが 1702年 です。

こうして日本の歴史と照らし合わせて調べているとけつこう面白いので、

バッハ誕生の 1685年 をみてみたら、この年に大公方といわれた将軍綱吉が

生類擁みの令を出していました。さて、これくらいにしておきましょうか。

こうして調子に乗つてあちこちに跳び続けていると、だんだんと日本史に

なつてきてしまうのでプクステフーデに戻ります。

北 ドイツにブクステフーデという都市があります。そこがブクステフーデー

族の出身地だそうです。昔は住んでいる土地の名で人を呼ぶことがありました。

「レオナル ド・ダヴィンチ=プ ィンチ村のレオナル ド」のように。しかし我ら

がプクステフーデの生まれ育つた場所はプクステフーデ市ではなく、当時の

デンマーク領、現在はスウェーデンのヘルシンボリでした。父が、この地で

オルガニストをしていたからです。子供の頃については、まるで資料が残つて

いないので想像をするしかないのですが、父親に音楽を師事しつつラテン語学

校で教育を受けたのでしょう。やがて一人前の音楽家となつた彼は、1668年に

ハンザ同盟の大都市リューベンクの聖マンア教会オルガニストに就任します。

3段襲盤 54ス トップの大オルガンで有名だつたこの教会の地位は、北ドイツで

最も重要とされていました。つまり彼は 31歳 で押しも押されもせぬ当代一の

オルガニストとなつたのでした。そして彼は生涯この地位にとどまり、北ドイ

ツ ・オルガン楽派の巨匠として活園しました。また 「タベの音楽」と称する



音楽会を毎年 12月 頃に催 して、リューベック市民の音楽生活に貢献 したことも

大きな業練でしょう。若きバ ッハはプクステフーデに会 うために職場のアルン

シユタント市からリューベ ック市まで 4tXlキロもの道程を徒歩旅行 したといい

ます。そ して 「タベの音楽」を聴きたいがために、有ろ う事か無断で休暇を

延長 して しまい、アルンシュタット市の聖職会議に叱黄されたとい う話は有名

です。

ブクステフーデのこのような経歴か ら、彼のオルガン音楽は今 日まで高い

評価を受けてきました。けれ ども彼の作品は器楽曲、声楽曲にも及んでいます。

特に宗教曲は今に伝わる曲だけで 114を 数え、失われて しまった曲も勘定に

入れればもつと多くを作曲したはずです。教会オルガニス トとい う彼の職責を

考えれば宗教曲が多いのは当た り前かもしれませんね。 ところで、ブクステフ

ーデの宗教曲を私たちがこうして現在聴くことができるのも、 じつは或る人の

おかげなのです。その人の名は Gustav Diben=グ スタフ ・デューベン。

スウェーデン宮延楽長で した。彼は 1668年 頃からブクステフーデ との交友を

始めたようです。そしてブクステフーデの大部分の宗教曲を収集 しました。

当時は楽譜を出版するのに大変な手間 と費用がかかつたので、大なの作品は

作 りっばなしとい うか、演奏の用が終われば作曲者の整理棚にでも積んで置か

れるのが関の山でした。当然、このままでは年月が経つ と共に作品は散逸 して

いくわけです。 こうして重要な作曲家の貴重な作品が沢山失われてしまつたこ

とでしょう。 しかし地位があり、熱心な理解者でもあるデューベンのような人

が作品を計画的に管理保管 してくれれば、散逸の難を免れる確率が高くなりま

す 。 殊 に デ ュー ベ ン の 息 子 が この ヨ レク シ ョン を ス ウェ ー デ ン の

ウプサラ大学に寄贈 したことが大変に幸いで した。1889年 にウプサラ大学の

古文書からこのヨレクションが発見されたことで、ブクステフーデの宗教出の

再評価が始まつたのですから。彼の宗教作品を代表する hlembra」eeu■ostH

BuxW 75=わ れ らがイエスの御肢体 Buxw 75は デューベンに献呈されて

います。 このような大曲を献呈されるほどデューベンはブクステフーデに信頼

されていたのですね。



さて、ブクステフーデの宗教曲の歌詞は大方がドイツ語です。それは彼の職

場である聖マリア教会がルター派プロテスタント教会だつたからです。しかし

「われらがイエスの御肢体」はラテン語で歌われます。と言うことは、この曲

が聖マリア教会の礼拝のために作られたのではなく、むしろ礼拝以外のヨンサ
ー ト的な場、或いは私的な集まり (と言つても庶民ではなくて身分の高い人々

の?)で 受難節に演奏されたのではないかと想像されます。曲は 7つ の小カン

タータで構成されていて、順番にイエスの 「足」 「膝J「 手」 「脇腹」 「胸」

「,い勝」 「顔」について省察する段取りになつているのですが、その順序は、

十■架につけられたイエスの者難のさまを足元から仰ぎ見ていく視点の動きを

現しているかのようです。そして楽曲全体は美しく幻想的な雰囲気に包まれて

います。殊にブィオラ・ダ・ガンバの合奏を伴う第 6部 の響きは特筆に値し

ます。ガンバが使用されるのはイエスの心臓について述べられるこの部のみで

あり、したがつてブクステフーデはテキストのこの箇所に特別な意義を付与し

たかったのだと推測できます。歌詞は聖書とATュulfvo■LoHren=ア ルヌルフ

・フォン・レープェン (121111年頃-1250年 )の 詩 Save xxlundl saluほ距 =

ようこそ世の救い主 を基に、おそらくブクステフーデ自身の手によつて編察

されました。

アルヌルフ ・フォン・レーヴェンはブラバント公国 (現在はベルギー)の

マ横 rs‐la‐V醜 =ヴ ィレ ーラ ーブィル修道院に属するシトー会修道士です。

1240年 には修道院長になつているので偉い人だつたのだと思います。ところが

彼の作なる 「ようこそ世の救い主」は長い間、Bernard de Ch市aux=ベ ルナ
ール ・ド・クレルボー (1091年 -1153年 )と いう人の作とされてきて、17世

紀においてはカ トリックのみならずプロテスタントにも広く知られていたの

です。たしかにこの人はシトー修道会士として、当時のフランス、現在はルク

センブルクのクレルボーに大修道院を倉J設したほどの人物でありました。だか

ら考えようによつては、彼と問達われるのもアルヌルフ・フォン・レーヴェン

にとつては名誉なことだつたともいえます。が、やはり少し可愛そうな気もし

ます。因みにバッハのマタイ受難曲で歌われる有名なヨラール、Paul Gerhard

=′ミウル ・グアレハル ト作詩の O Haupt vtlll Blut und Wu五能IIは 「われらが

イエスの御肢体」第 7部 「御顔について」の第 3曲 目の詩 Salve caput



cruentatulll=ようこそ、血にまみれた御頭よ のパラフレーズです。また日本

キリスト教団讃美歌にも 136番 「血しおしたたる主のみかしら」として収め

られています。

イエスに対する熱い思いをこめた調子で書かれているアルヌルフ ・フォン ・

レーヴェンのこの詩をブクステフーデは独唱ア リアとして作出しました。 しか

し今回の演奏会では、この部分も私たち東京アマデ ウス合唱団が合唱ユニゾン

で歌わせていただくことをお許 しください。理由は … 「諸事情が有るJの です

が、じつはこれ らの美 しいア リアを自分たちで歌つてみたいとい うのが本音で

す。そ して終わ りにあたつて、もう一つお許 しを願いたいのですが、Heinrlch

Schttz=ハ インリヒ ・シュシツの Geisthche Chonllusよ =宗 教的合唱曲集

から Dle mit Trallen saen swv 378=涙 と共に種を蒔く者 らは SWV 378

と So fahr ich hln zu」esu Chrlst SWV 379=私 がイエス ・キリス トのもとヘ

往き SWV 379を 、それぞれ 「われ らがイエスの御肢体」の冒頭と第 5部 の前

に演奏させてください。バッハ以前の ドイツ ・プロテスタン ト教会音楽で最高

の巨匠と護えられる夕ヽインリヒ ・シェッツ (1585年 -1672年 )は 、中部 ドイツ

の ドレスデンで宮廷楽長の職に生涯をささげた人です。 ここではシュッツに

ついて詳 しくご紹介す る余裕はあ りませんが、ブクステフーデ とは生まれ

育つた場所 も時代も異なるので、その音楽もまったく違います。 しか し私の

個人的な思いで恐縮ですが、歌詞 と言楽の心情が 「われ らがイエスの御肢体」

と何か通 じるように感 じるのです。中でも、これも本音を言えば私たち合唱団

が歌いたかつたからではありますが 。

水野克彦



帥

夕ヽインツと。シュッツ

駒 AIT曲潮 曲 ■-3打      涙 と共に種を蒔く者らは -378

0日約聖喜詩編126海5、6節

練 彦

m  m d t z

I J●m t  T m n s n s a e n

werden nlt Fゃ uden emterL

Sle rhen hlumd Her.en

und tragenedlen ttunon

Шtt komlllen mtさふ おn

lulabnlarll htt CarberL

瑯 的 鵡

Membra Jud‐ mBIEW 75

1  A d P 3 d e S

涙と共になを持く者らは

喜びと共には稜するであろう。

彼らはさまよい出て涙を流すが、

よV通 を携えて

喜びと共に戻り、

取掬つ束を持ち帰る。

ディーテリヒ・プクステフーデ

われらカミイエスの伸陵体 Bl‐W75

1 4JF↓い てヽ

L SoData                 l ソ ナタ

2 THH■NahHa14 D              2 全 奏 (旧約聖書ナホム各2章 1節)

E-3aper monts Pedes           見 よ、仰定が山を越えていく。

ぃ内噌,脱 m佐 ●landulc ante弾 ∞lll        構 を説き、輸 を塔萩]しながら。

3 AnarAmurw瓶コ掠。か        3 ア リア (アルスルフ。フォン・レージュカ
a)SopEIHli                   a)ツ プラノI

S』確murdl saltltan,              よ うこそ世の純 よヽ、

規略 sal■●Jc lealt!              よ うこそ、ようこそ愛し↓イエスよ!

Cnlcl伍確Ille aptam               あ なたの十年架t‐rkを跡けたいと

wttlll wr●rttl st s quarer            説 に願いま」Lあ なた日 故ヽかこ存抑です

dal■du td軒 口n                私 にあなたの力を与えてくださV、

b)ScPratpl                  b)ノ ノラノIl

軌 ぃ pedtm plagps d―s          御 足の朗を 過酪樺 を、

ettan g却苺m口 苺sum●           そ してこれまどに酪く刻み夕】する御坊を

的 血w醐 ぃ血a―            愛 情をもつて私は抱きじめる。

tuc PaHlns ulagedu              あ なたの御姿におののき、

a10run lYlelllorttmll             あ なたの仰傷に心を留めながら。

o)Ba―                       c)″ ミス

Dldm」 esRl pF醜 !              愛 しいイエスよ、慈悲深し韓 よ、

ad tt dalllll Lct l●ul,              た とえ罪人であつても和まあなたには帆

Pnebe血 阻t●bengll― ,            寛 大なあなたを私に示してください、

ne tpellas… h山コHal             恥 すべき者の私を退けないでください、

de dllssarass ttus            あ なたの理なる御 らヽ。

4ntL=2                    4 全 姿 僚 2出の8飼 を動

駐Tum=3a                   5 全 奏 篠 3a出の輸 を趨

工 Ad  B e n w a

住的理伍an h H u b

I 続 関 こついて

6 お ののきのノナタ



■mltlo毎 転 帆 1分

配 Hbera抑 田姉 血

etュ呼 r ttntla blanttFl‐口。眺

7  全 奏 (1日約聖書イザヤ暮66書 12働

あなたがたは御乳房へと連ばれて

御藤の上であたながたを楽しませるであろう。

&A●a  l A r E u r【山コ洵命

a) T e r n r e

S a h e沖 屯澄X車

甲 寒 口前 コE  p e C C a t ●A m

m感 叱n。ほ町ulln rsIIs

Pcnders hrHo,的 rus醜 、

cadlle s nuta距餃rubus

b)Alt6

6」d el■n tlbl ttpoぉココぉ,
alall,■お∞lde dunぃ?

Qtud迪障ndan amatol■

qu。尊 'plD Ele mKl■

n●dHP l a■Юtt l l l l l t l t I

C )弧 的 lum  d  B的

L T t  t t  q u a c r a m  m e l l t e  p唖ぅ

slt臨∝ nlea pHna alla,

nK n esllaLr nec glalabo■

sed sam航 ●l ntudabor)

cll n t●∞mple細ぉRlclo

9-■ 7

1 1 1  t t  a l B I l u s

8 ア リア (アタレヌルフ・フォン レープ■力

a)テ ノール

ようこそイエスよ、聖徒らのこよ

願V こヽ応えて与えられる罪人の希望よ。

十～恕つ木に あ たかもヨ'人のように

なかつているお方よ、まことの神

くすおれそうな御膝に材らぐお方よ。

b)ア ル ト

私はあなたに何を答えようとしているの力、

つまらなしヤ子いと組野な心によつて。

和よ愛する人1ヨ可を報いる大き力ち

私に代わって死ぬことを選1身したおカ

私が二重の死を乃ななくてもよいようにと。

o)2つ のソブラノとバス

常 いヽであなたを探じ求めたい

これ'熟 つ第一の思いでありますよう!、

それま労者ではなく慎わしくもないであろう。

そうではなく私「Idさ れ、消められるであろう

私があなた岩市らえてしよつ7_8手に,義

9 全 奏 〈第7由の欧詞を反ω

lll 御争 こついて

10髄 b                    10 ソ ナタ

■TutttGachna略 0             11 全 奏 0日約聖書ゼカリヤ書13章 6紛

9皿 Sunt Plarao lStac              あ なたのその納1坊ヤ部可か、

h■ledlc nDanmm的なu貯            あ なたの仰争の真中のそ′刈 妨1え

12 AnalAmulFHEIM● ゆ      12 ア リア (アルヌルフ・フォン レープェカ

a)SOPmlxll                   a)ツ プラノI

SaheJ軸 ェpastOr臨L             よ うこそイエスよ よ きキ飼いよ、

仏佐姉ヽhn観 鴫               戦 しヽこ疲れたおあ

qRll per吐コum∞ 伍輸は衝ぉ           あ なたは木によって引き裂力!iて

et ad Lgntun e3∞mlatus           そ して木につな力れ た

1 的口い8:1骨:l告苫;選陥 bj//ンプ;濫&を必、
位gem●Ildc mk怠 は             そ して悲嘆に暮れ今つも警びます1

じ.ates attp畦、伍nh             和 まこれほど多くの制 筋己盗謝をしま,L

転、おdlu■R guulssAInS            硬 し胡 に、聖なる御血の滴りに、

3ans lala■maq alm mcdL●           接 吻と共に涙を注ぎクa

c)対的,コはじゃё Bn8o               c)ア ル ト、テノゥ レと夕くス

In erllllre nlo lottlm               流 れるあなたの御血に浸されつつ

m●alIIlmf lldo llbi t●ttur            私 は自分をすべてあなたに接ねま汽

r



t u a e  s a t a e  n  t l a u l l s l‐

l l l e  d●●n d a n t  J e s Iい

抽 lluS ln Pentubs

lユTHh=11

1 V  t t l―

あなたの理なるその仰手が

私を護つてくださし、イエス・キリストよ、

外よりの角機に際し毛

lS 全奏 傍 11出の欧詞を反御

IV 4-こ ついて

14 ScData                        14 ノ ナタ

15 Tu工 仰回隠Ldみ 1341か      15 全 奏 ぐ口約顛 第2音 13、 14帥

S_,ama nea wecosa meaj         立 ち上がりなさい、我が友よ、私の実しい人よ。

乱胡 C●lumba nca              そ して来なさい、和列鳴よ。

Il飽臼mmbuspeme             岩 の大の中の、

h cateH a 16ECmaC              壁 の窪みの中の愛しV状 よ。

16ぬ品lAndmlne■ l      16 ア リア (子い ルフ・フォン・― ヴ=力

a)釣p仰∞ I                   a)ソ プラノI

Sal■e latus sal■atarD,              よ うこそ 細 主ヽの御剛複よ。

h quolat●t r el dt3mls             そ の中にttV路螢が隠れ、

h qlo patatおanors               そ の中に勢のカカ拡 がり、

●xql■omt●10障 morls             そ こから血の嗅力親 き出て

qul tt hwttsddlda            ,引 Lた,いを抑 端める。

b)Alt●Tene● I Batt            b)ア ルト、テノールとバス

IE― tlbi aPPluPb唄的,             「 覧ください、私はあなたに近づく、

pa‐ Jestt sl deLIlq9o             ご 同情ください、イエスよ、私"堺 を犯しても。

印 破 lXt tmに,            げ にも憤み抑 面ヽ持ちで

ad“ tamen ttn sPonに             あ なたのところへ和よ自ら進んで参りました、

― tan tlla ndrFra               あ なたの仰傷を則寓けるために

c)最稗的的 I             c )ツ プラノE

Hcr a  m品 ‐ lLS  S a h l s          動 時に和め 目が

h使 ,JeStl ttlua latl13,             イ エスよ あ なたの御脇寝へ入りますようt毛

虹使研コ臨距hめ ■adat            息 絶えつつもあなたへと歩み寄りますよう1毛

n●h― lec hH i、駅hi               勅 的 確 力瑠母めないようにして、

聴d aPRId te permarFat             あ なたのもとに留まらせてくださVヽ

17T血 ‐15                 17 全 奏 僚 15出の歌詞を繭

穂

蜘拘由エー                ハ イン,ヒ シ ュソツ

s.alLぬ hld zu J●BH的 章 -373和 イエス・キリストのもと雑 き -379

(Nkolalls H●man=ニ コラクス・ハツレマンWm aleHISt■ lndl●nt●rbanden lst=私にまだ時があつて の第

5節 第 5節は後になって々 ▼カ ンの勲0酪 メ,対 け加えたものである)

Sc伍臣ldl hHlttJesu O占車          私 "イ エス・キリストのもとへ行き、

BIen Am hllch allsstcteL          自 分の腕を菌ザて

8o範対江l●heldurddle dh          眠 りにつき 静 力ヽ珠 めば、

keh Me肛由 ram En a田 前倒燈■        講 も私の目を竜まさせることはできなV、

den河 田us g血輸因,Gottes Sch         な ぜならイエス キ リスト、神の子である

der萌d dle ILalt6e15R■ravh         彼 が天の扉を開けて、



nwh fulw■ zAl al如 腕 私を永遠の命へと導くであろうか残

助改減ユBR m b u d e

M e m b n」 ― ― BH E W 7 5

V  A d F e d B

ディーテリヒ・ブクステフーデ

カ ら材 エスの観聞本 DREW 75

V 締 し 嘔

13 Smatra                     18 ノ ナタ

nVttAh-3B―       19 ア ル ト、テノ‐ルと務

(ln距 2かo              衝 細顕鼻 トロぃ印■ 第2書ム 3勧

Sct mttb ttdd■ranteeramablBぅ        ち ょぅど生まれた的 の的 平b電のように

et slne dolo omplselte,             あ なたがた成取晩 く熱望しなさい、
utt tc― tel適 血           そ 棚 の図 鞠 Wこ育つしめ↓キ
SI LECn glstaR                や は りあ な た た ち "珠 わ え ,去

ぃ 0脱 mm由 弱 mIDnuS         コ ま廿 Vつ て あ る か ら

2tlぬ由 rAnur■●IIぁ穂n      殉  ァ リア (乃レヌルフ・フォン・レーブ=均

a)Alt●                        a)ア ウント

最ぷ,3alH6眼 現 Deun            よ うこそ、私の親 主ヽ、神よ、

」eSu dともaulor m卓              す きイエスよ、私2養する人兵

軌 PectlBお確的            よ うこそ 歓ヽわれるべき御晴よ、

cll ll位●Illl●●entlasndun,           お ののきつつ触れられるべき

出JttS hallduEl                  壊 のf7jかよ。

b)コ的ぃ                   い )テ ノゥ レ

Pehls tth∝ 河断適 鴫           和 こ溝らかな御胸閣関すてください、

aldens PI― 揮正奇u山 地           燃 えつつ慈悲深くうめく伽 あ

■●luntaLm ab legatat6               自 制する読思を、

hblsenPercenmmatau,            常 にあなたに一致させた溜喜を授けてください、

J ~ a ~ X t u B l  p l a             穀 嫌 i韓 虜 ↓毛

c)BBsso tt St― enh              c)バ ス、碧案料奏と共に

A■●j確的唖templun DeL             よ うこそ、神のまことの中段よ、

prc_mOゃ ゃIlle■               私 紳 ″与でくださるようにお祈りしま丸

価kもぃ研□j9EL                あ なた、完全な善の箱よ、

髄 emstt app04               私 を選↓ヨいたものとして任命してください、

.as mtt B叩 。I ll■■ull            豊 か僻 よ、すべての人々の幹よ。

21的い =19              2 1蔓 尊僚 le ttω獅 を展働

■ 畑 銃 Maに について

2 2  S c D a t a                      2 2  ソ ナタ

23頭 Sc― さBam的 43j 23 2つ のソプラノとを dRn-4幸 的

Vulwnm研 迎的巴              あ なたは私の心を傷つけた、

ecmr暇 ,spOr●R                    テ ムα沸働味よ、言軸家よ。

泌 Ara lAnurmllL齢 崎D       24 ア リア (アルヌルフ・フォン・レージェカ

a)S9913m l                  ■ )ソ プラノI

S― Dll reg●朝 a輯ら               三 高の王り お よ、ようこそ、

te ttmm髄 ぃれ                ぁ なたに私は喜ばしけ村いて挨夢をしま汽



後 ∞m p l t t  a l eには勉 t

et h6C aleuじ】 ∞rattt,

utad t●崎 Har anllnes

b)S"m的 ■

Per lnedl‖inrn ωtt nei,

P●rabtt atqueせ i

tulls alEK I mlDsttratlll

quo ortuum mplaCllr

l a n g u c P s  aコm m M血 ゃ

c ) B a‐

V aヽ∞ l u l e  v l w飾 ,

dulcs α鳴後m印 々amq

a d∞r  t l e H I lねd正 陣 ,

R I t口P o s s l t  a p p l c a l e

mdゎ t bl pec Ore

あ Tum=2tl

帆 A d｀ あ n

26助 ね

27 TdA●salD1 31,1の

28 rAmHrvon腕ゅ

a)対 t●,Temttё  B6-∞ nWm

Salx●j●aput chlerltahlal,

totulll甲品 dlronanlm

allqttagsatlmコ 血硬理Ⅲm)

aHIIldme x● ltelatRllD

伝Aa spRItls hta

b ) A l t●

腕 n e  m h  e s l l t e s s e ,

嗣 嗣 t u l c  d e a C e ,

h tnFい。■da nolttsl ora

確ru)Jぃu,absqlle皿 晦,

tllett lno●t ttra

c ) T u t h

Ctun llojllbesonlgrar

」esu care,↓unc aPIlalt,

o  a a l a t o r  a n P醜 ,

tcmet lPsllln tunc∞ 海nde

h cr loe sallltllera

29 TH胡

4merL

あなたを抱きじめることか私を喜ばせます1

そしてこのように示惣う心は想 します

あなたにお話しできる勇気をくださるようにと4

a)ノ クラノII

私の心の奥氏を通って

罪人であり校とヽ である私のじゆ奥底を通って

あなた。濃 力1云わるに違いなt、

あなたの御いが強奪されることによって

愛′】柳寄5りい 、

c)″ ミス

心の内声で和よ叫びます、

援しい心よ、あなたを陶 寸じ敵ま装します

私の心の方へあなたの御 い力報取 てヽくださ↓、

私めいが0分 を持た匂 すヽられるように

あなたに様げられた胸によつてあなたへとb

25空 摩 備 2tl曲例師 を動

Ⅶ 御顔について

2● ソナタ

牙 全磨ぐ日艇聖1常将31掲17節

IltletHね住H ttlan stlpel整ぃ河ェn tuuni     御 顔をあなたのしも本の上に熙らしてください

s a l v■l l s l l e  t t  h―e尚 血 j五 私をあなたの開 tみのうちにお枚いくださLち

2● アリア 17ルヌルフ フ ォン・‐ ブェうつ

a)ア ルト テ ′ゥ レとバス ブ ァイオリンと共に

ようこそ 血 にまみれた御頭よ

茨の冠で全体輸 られた御頑よ、

激しく権すられ、傷わけられた御頭よ

葦の件で打女却え御頭と

唾に基りたくられた御顔よ。

b)ア ルト

もしも私が之ず死ぬさだめなら、

その印よ私を見捨てないでくださ,、

死の恐ろししヽ時に

来てください イ エスよ 遅 れない〔

私を見守り そ して解放してくださし、

●)掌

往くようにとあなたが私にお命じになる転

最愛のイエスよ そ の時に現れてくださし、

おお ね 機したし城する人よ、

その時あたた御自身から自らを現してください、

幸福をもたらすヤ宇架上(

29篠

アーメンj



演 奏 会 の 記 録

「f5催年月 主 な 演 奏 曲 目 指 析 会 場

常 1回 1981碑 モーカ ルКレクイエム<ジェスマイヤ~販つ 寺村博司 石権メモ,アル

第2回 198111 へ方 ,イメサつ ) 渡辺央こ 中輔

第3L「l 1慨 11 フォーメレクイエAジ ョスカン・デ・ブレ、シュッツ 鈴木 傾 東京"テドラル

第4回 198309 子 ツ"レトは飯動ミミナ)'ィ クトリア 騨 頬 東京カテドラル

第5回 198409 t~ツ 73'卜〈レクイエム(ジ ュスマイヤ判振>) 黒岩英臣 鯨 カテトラル

第6田 198510 い′り ルヽタタJ止ブクステフギ六 ′ま チ 宮本昭嘉 石橋メモリアル

努 7回 198610 モーツ″レト(グローセミサ)、ウィクトリア 鈴木 徳 縮 靴 ,タ ー

第8回 198710 シュッツ、′ま ォ  (ミサ セ クンカ 鈴木 優 石橋メモリア′レ

第9田 198812 ― オ″'卜(ヴェスペレ339)、"マ ドン 語藤明生 幼 ぶ 十 ス

第 10回 198911 モーツ″レト〈レクイエム<バイヤー仮:>) 斎藤明生 擁馬封性ンター

卓,l ltttr41990K15 ジョスカン・亨,ブレウ`ンジェ リングヮ)、′ま テー 驚藤明生 言橋エオリアン

第 11回 199102 モーツ"レト(ツタニア扱3)、』ルマFレくヴェスペレ) 爾藤明生 石橋|モリアィレ

第 12回 1鉛 1 11 ■=―ツァ,レト十ドミ=クス ミ」、サンクタ マ'I マーテ' デイ) 斎藤切生 "Jり)アホ■ル

第 13回 199211 シャ"レもヵィェ鶴Mミ‖、シュヮツ、ブクス芳 齋藤明生 石橋メモリアル

第 14回 199311 子 ツ7り'卜(ミ| ブ"ィ スコ奇、フリ残 ツⅢ レガー 燎藤明生 石橋メモリアル

lS輸 199411 子 カ レКレクイエムф l 統 )解承射湧声廓 翻 生 縮舛ヒセンター

第15回 199510 いレウ′<カンタータ理り、ブクステフ_‐ 寮震明生 石橋メモリアル

第16回 1鋼 11 子 ツ"レト(ヴェスペレ3抑)、7,レブ明ビンやけ ― 調黎明生 石橋メモツアル

第 17回 199710 ‐ ツ"レ ト(ミサ ツレ上■ス母7 テデウム ラウダムス) 齋藤明生 お橋メモリカレ

第18回 199810 ぷ▼ゆハ(カンタータ61 1軍X吹 力′"リティ 斎藤朝生 石橋メモリ71レ

第 19回 199910 カレ杓"げよ スタバト マーテ′Ll、おけイドン 葡藤明生 石橋メモリアタレ

キ摩iLttH 2XX107 ′まチ■メンカレスう→ 〕トリウス 期 彦 副とキリスト教会

タリスマス 刻0012 四つのアヴェマリア●肋市 漁ヽ内ン1功ム,抑ス′↓抑―,) 水野力多 旧上野奏楽堂

第20回 XX11 11 モr→わり,卜(トリ■ターティス ミ〕、サヤ膨 水野克彦 石橋メモリアル

第 21回 200910 ドイツ クヽロック仰げ′わ″、シコタスブクステチすつ 水野克彦 所択攻化センター

第22回 IX13 11 イ ン杓"■ⅢⅢ卜印け、アルヴレ掌ヽ レガー 水野れ彦 巾 ¶予世ンター

第23回 J抑 410 吹 カルラ方背、パレストリサ 車モカ 殉 ホム 水野克彦 "トリック席市敬会

第 24回 200&11 シェッツヽ テレマン、ブクステフギ  (カンタータ) 水野党彦 力|),ナ麻i材資

第2F j回 200611 レー  〈受難曲)、せレカら(レスポンツリア) 水野れシ カト)ック麻i歓全

第26日 21X1710 ブクステフ_~〈カンタータ6曲) 水野れタ )卜'ンタ麻市散草

第 27  L W l郷 11 5人のヨーハン(↓鋭 ンヽタセtOn4カ 水野克彦 ,|||,原有1資

第郷 回 200910 メ‐ 】レスツーン、わイドン(レスボンツクア) 水野れタ "卜'″′様市数資

第 29回 201011 シュィスシャ↑ス河 トブクステ矛すたブル‐ンス 水野れタ 剛|キリスト絵

第測 ロ 211110 1酎ヽ 「ト マスカントルJの バッハ以外の名曲集 水野カラ 「鯉す二■ヽコ'

第31回 如 1210 シュフツtブクステフす  (メンブラ イ ‐ズ ンストい 水野彦 Falキリスト歓会

第32回 如 13119 15～16世紀のクリスマスの曲(予D 水野彦 同ニキリスト粉全



東京アマデウス合唱団のご案内 (201210現 在)

少人数に適したルネッサンスやバロック時代の宗教出を積極的に取上げて、

他の合唱団ではあまり転うことの無い隠れた名曲を転つてみたい方をお誘い

しております。

今後の活動予定は下記の通りですが、少人数のパロックのアンサンブルを

一緒に楽しみたい方や興味のある方がおられましたら、是非一度下記の練習

会場にお出掛け頂き、見学だけでも大欲迎ですので榛習状況等をご埼頂きたい

と願つております。

下記ホームページをご参照の上、「護国寺」の同仁キリス ト教会内の「業登里

幼稚園」へお出掛けいただきたく、団員一同期待してお待ちしております。

(事務局 大 入保ルミ子)

httpi//homepage2.nifty com/Amadeus/

来年の注奏会「第32回定鵜減晏会」

「日 時 J 2013年 11月 (予β
「会 場 」 同 仁キ リス ト教会社拝堂G贈
「演奏曲目」 15～ 16世 紀のクリスマスの曲(予β

◆加ご希望の方へ(下llへ電話等でご連絡の上、お出で下さい)
お問い合わせ先   辻 村 原 子  048-476-4056

大久保ルミ子 03中396い7714

練習 日  毎 週水曜 日 午 後 6時 半～9時

練習場所 同 仁キ リス ト教会美登里幼稚園 2F

指導者   水 野克彦

会 費   月  額  5千 円(学生半御

入会金 1千 円

(韓習指所への交通案内)右図参照
準地下鉄有楽町線

「議国寺J駅下草 6番 出日から徒歩 5分
準」R山 手線 「目白J駅 よリバスで

「目白台3丁 目J下 車 徒 歩3分

HlluFM●j,■ン'■本とす

日仁キサス岐 家内日



Sopl

Sop2

Alt

Ten

Bass

東 京 アマデ ウス合 唱 団

辻村 順子、中西亜紀子

繁松 緑 、平石 幸枝、松木 香織

大久保ルミ子、大友 美佐、大庭裕子、

宮崎 米子、堀江和子 (兼オルガン伴奏)

小沢 仁 、片岡 繁

大庭敏彦、柿沼 替 、山村道男

第 30回 定期演奏会(2011 10 1ol 日暮里サ‐―ホール




